
豊かな心と健やかな体の育成

１．学校すこやかプランの充実

（前 年 度 予 算 額 396,393千円）

21年度予算額(案) 467,165千円

[事業要旨]

近年の社会環境や生活環境の急激な変化により、アレルギー疾患やメンタルヘルス

など児童生徒の心身に様々な健康課題が生じていることから、これらの児童生徒の多

様化する現代的な健康課題に適切に対応するため、学校だけでなく退職養護教諭や医

師などの地域の専門家や関係機関等と連携を図りながら、学校保健を推進する。

[事業内容] （ 102,888千円）

１．スクールヘルスリーダー派遣事業 102,938千円

経験の浅い養護教諭の１人配置校や養護教諭の未配置校に退職養護教諭を派遣

し、メンタルヘルスなど多様化する現代的な健康課題への対応についての指導助言

を行うなどの支援を実施する。（巡回学校数：約１，１００校）

【都道府県・政令指定都市教育委員会へ委託】

（ 20,636千円）

２．薬物乱用防止教育推進事業 36,873千円

薬物乱用防止教育の充実を図るため、引き続き、薬物乱用防止教室の外部講師

（警察官、麻薬取締官ＯＢ、学校薬剤師等）に対する講習会やシンポジウムを実施

するほか、新たに、大学生向けの啓発資料を作成する。

【全国の大学・短大の１年生へ配布】

３．学校環境衛生管理マニュアルの作成・配布【新規】 27,088千円

「学校環境衛生基準」に基づき、各学校において適切な教育環境が確保されるよ

う、学校環境衛生の管理マニュアルを作成し、配付する。

【全国の幼・小・中・高・大学へ配布】

４．保健主事の実務ハンドブックの作成・配布【新規】 44,554千円

学校保健計画の作成、学校保健に関する組織活動の推進など、学校保健に関する

事項の管理にあたる保健主事のための実務ハンドブックを作成し、配付する。

【全国の小・中・高校へ配布】
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○子どもの保健室利用者数が増大

○心身の健康問題の多様化により特別な配慮・医療機関等との連携を必要とする

子どもの増加などから、養護教諭の一人配置校では、きめ細かな対応が困難

○養護教諭未配置校の存在

子どもたちが抱える現代的健康課題子どもたちが抱える現代的健康課題のの対応対応の充実の充実

現 状現現

 

状状

○養護教諭は、学校保健活動の推進に当たって中核的な役割
○学校における連携・心身の健康問題の多様化に伴い地域の関係機関等との連携を図
るコーディネーターの役割を担う必要性

○経験豊かな退職養護教諭の知見を活用した、現職養護教諭の育成及び支援体制の
充実

○養護教諭を中心として関係教職員等と連携した組織的な保健指導の充実

中央教育審議会答申・学校保健法の一部改正中央教育審議会中央教育審議会答申・学校保健法の一部改正答申・学校保健法の一部改正

・指導内容の共通理解
・収集した現状・課題の検討

【内容】退職養護教諭を
・経験の浅い養護教諭の１人配置校
・養護教諭の未配置校

 

へ派遣
（指導例）メンタルヘルスなど多様化した健康課題、保健室登校など

個別の対応が求められる子どもへの対応方法や保健室経営
などに関する助言、校内研修会の講師

 

等

都道府県レベル連絡協議会の開催

スクールヘルスリーダー（退職養護教諭）の派遣

スクールヘルスリーダー派遣事業スクールヘルスリーダー派遣事業

退職養護教諭の活用退職養護教諭の活用

「様々な心身の健康問題に対応し、子どもが安心して学校生活を送ることができる環境

 

を整備するため、学校、保護者、地域の保健部局や医療機関等の連携による健康教育

 

の推進を図るとともに、すべての小・中学校における教育面と管理面から成る学校保健

 

に関する計画の策定、小学校から高等学校までの養護教諭未配置校等へのスクールヘ

 

ルスリーダーの週１回程度派遣を目指す。」

教育振興基本計画教育振興基本計画教育振興基本計画

前年度予算額

 

102,888千円

21年度予算額（案）

 

102,938千円
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２．子ども安心プロジェクトの充実

（前 年 度 予 算 額 125,471千円）

21年度予算額(案) 137,076千円

[事業要旨]

学校内外において不審者による子どもの安全を脅かす事件、交通事故や自然災害が

発生していることから、地域社会全体で子どもの安全を見守る体制を整備するととも

に、子ども自身に危険を予測・回避する能力を習得させる安全教育を支援するなど学

校安全の取組を推進する。

[事業内容]

１．「「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育」の改訂【新規】 35,991千円

「学習指導要領」の改訂、学校安全に関する規定を充実した「学校保健安全法」

の施行に伴い、学校安全の総合的な参考資料「『生きる力』をはぐくむ学校での安

全教育」（平成１３年１１月作成）を改訂する。

【全国の幼・小・中・高校へ配布】

（ 27,640千円）

２．教職員向け安全教育資料の作成・配布 35,863千円

学校安全の充実のためには、一部の教職員だけでなく教職員全体で安全対策に取

り組む必要があることから、最新の学校安全対策や先進的な取組の実例等に関し

て、校内研修等で活用できる資料を作成する。

【全国の中・高校へ配布】

（1,714,882千円）

○ 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 14,260,610千円の内数

スクールガード・リーダーによる巡回・学校や学校安全ボランティアに対する

警備のポイント等の指導、学校安全ボランティアの養成のほか、新たに、各地域

における子どもの見守り活動に対する支援を行う。

【学校・家庭・地域の連携協力推進事業（補助事業）に統合】

【補助率：１／３】

【スクールガード・リーダーを小学校５校に１名配置

（２，９００人→４，５００人）】

【地域の子どもの見守り活動への支援を実施【新規】（４，５００地域）】
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３．食育推進プランの充実

（前 年 度 予 算 額 453,775千円）

21年度予算額(案) 491,035千円

[事業要旨]

朝食欠食や偏った栄養摂取など子どもたちの食生活の乱れや健康への影響が問題と

なっていることから、栄養教諭が中心となり、学校・家庭・地域が連携し、子どもに

望ましい食習慣や食に関する正しい知識などを身に付けさせるとともに、学校給食に

おける地場産物の活用を促進するなど、学校における食育の推進、学校給食の充実を

図る。

[事業内容]

１．栄養教諭を中核とした食育推進事業【新規】 210,629千円
栄養教諭を中核とした食育推進のための実践的な取組を全国で展開する事業を実

施する。また、あわせて、各事業の分析・効果測定を実施する。
【食育推進事業：都道府県教育委員会又は市区町村教育委員会へ委託

１４１地域（各都道府県３地域）】
【調査研究事業：民間団体へ委託 ２団体】

２．「食に関する指導の手引」の改訂【新規】 32,157千円
学習指導要領の改訂及び学校給食法の改正に伴い、「食に関する指導の手引」を

改訂する。
【全国の小・中学校へ配布】

（ 40,099千円）

３．学校給食における新たな地場産物の活用方策等に関する 46,904千円
調査研究
学校給食における地場産物の活用が促進されるよう、地場産物の供給体制を整備

するとともに、年間を通して学校給食で安定的に供給できるようにするための方策
等について調査研究を実施する。
【民間団体へ委託：２０団体→２５団体】

４．学校における食育の推進と理解促進のための啓発資料の 19,195千円

作成・配布【新規】

食に関する正しい理解と適切な判断力を養う食育・学校給食の意義や重要性等に

ついて、教員等が保護者等関係者に対し効果的に伝えるための資料を作成する。

【全国の小・中学校へ配布】
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青少年の健全育成の推進

１．青少年体験活動総合プラン
（前 年 度 予 算 額 264,353千円）

21年度予算額(案) 203,042千円

[事業要旨]

次代を担う自立した青少年の育成を図るため、小学校における長期自然体験活動の

指導者養成など必要な支援に取り組むとともに、青少年の様々な課題に対応した体験

活動を充実するためのプロジェクトを推進する。

[事業内容] （ 178,100千円）

１．小学校長期自然体験活動支援プロジェクト 117,960千円

（ 113,300千円）

（１）自然体験活動指導者養成事業 100,200千円

小学校が実施する１週間程度の自然体験活動を支援するため、全体指導者と補

助指導者の養成に緊急に取り組む。

【青少年団体・ＮＰＯ等民間団体、都道府県教育委員会等へ委託

：全体指導者延べ１００回、補助指導者延べ５０回】

（ 64,800千円）

（２）小学校自然体験活動プログラム開発事業 17,760千円

小学校が実施する１週間程度の自然体験活動を充実するため、青少年教育施設

や青少年団体、民間自然学校が行う特色あるプログラム開発を推進する。

【青少年教育施設、青少年団体・ＮＰＯ等民間団体等へ委託：２０件】

（ 74,740千円）

２．青少年の課題に対応した体験活動推進プロジェクト 74,740千円

様々な困難を抱える青少年の自立支援、青少年の社会性や意欲の向上、体験活動

の機会と場の開拓など、青少年の課題に対応した体験活動を推進するため、以下の

ような取組を例として、これらを実施する取組を総合的に支援し、社会全体での取

組を推進する。

Ａ 自立に支援を要する青少年の体験活動（ひきこもり、ニート、不登校など）

Ｂ 自律性・社会性を育む交流体験（異世代間交流、異文化交流など）

Ｃ 青少年の発達段階に応じた体験活動（幼少期の自然体験、サマーキャンプ、青

年リーダー体験など）

Ｄ 環境教育の推進に資する青少年の体験活動

Ｅ 地域のリソースを活用した青少年の体験活動（都市と農山漁村の交流、廃校

を活用した体験活動など）

Ｆ 関係省庁の連携による地域ネットワーク型の体験活動

Ｇ 今後必要とされる指導者の在り方に関する調査研究 等

【青少年団体・ＮＰＯ等民間団体、都道府県教育委員会等へ委託：２０件】

（ 11,513千円）

３．事業企画評価委員会の開催 10,342千円
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２．青少年を取り巻く有害環境対策の推進
（前 年 度 予 算 額 90,000千円）

21年度予算額(案) 214,059千円

[事業要旨]
青少年を取り巻くメディアの有害情報をめぐる深刻な問題に対応して、全国的な有

害環境対策の推進体制を整備するとともに、有害情報に係る犯罪・被害・トラブルの
事例に関する映像資料の作成や所要の調査を行う。

[事業内容] （ 53,355千円）
１．有害環境から子どもを守るための推進体制の構築 174,438千円

青少年がインターネットを適切に活用できるよう、有害環境から子どもたちを守

るための推進体制を構築する必要があることから、青少年が安全に安心してインタ

ーネットを利用できる環境を整備する。

（１）ネット安全安心全国推進会議の開催

全国レベルの関係団体等の連携強化を目的として「ネット安全安心全国推進会

議」を開催し、社会全体で青少年を取り巻く違法・有害情報に取り組むため、青

少年や保護者を対象として、啓発活動を推進するとともに、地域での見守り体制

の構築を促すための具体的取組を検討する。

【民間団体へ委託】

（２）地域の実情に応じた有害情報対策事業の実施

以下のＡ～Ｄを例として、これらの取組を総合的に支援し、有害情報対策未実

施地域へモデルを示し、社会全体での取組を推進する。

【実行委員会へ委託：１５地域】

Ａ 地域における取組体制の構築 型

Ｂ 有害情報啓発・フィルタリング普及活動実施 型

Ｃ ネット安全パトロール（予防）型

Ｄ ウェブ・電話相談（トラブル対応）型

（ 20,378千円）

２．有害情報に関する普及啓発資料の作成・配布 21,479千円

青少年がインターネットを介して、犯罪に巻き込まれているケースが増えている
ことから、有害情報への意識醸成を図るための普及啓発資料として、有害情報に
係る犯罪・被害・トラブル等における対処事例の映像資料を作成する。
【全国の小・中・高校へ配布】

( 9,540千円）
３．青少年とメディアに関する調査 16,742千円

青少年とメディアに関する実態や意識を把握するための調査を実施する。

【民間団体等へ委託】

（ 1,575千円）

４．事業企画評価委員会の開催 1,400千円
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●ネット安全安心全国推進会議

◆

 

生活安心プロジェクト緊急に講ずる具体的な施策（H19.12.17関係閣僚会合決定）。
○青少年を有害情報環境から守るための国民運動として、全国規模の学校関係団体やPTA、通信関係団体

などの関係業界・団体の連携強化を目的とした「ネット安全安心全国推進会議」の開催を位置付け

◆

 

携帯電話は急な連絡手段として有効な反面、長時間利用により学習時間や睡眠時間が
減少し生活リズムを崩すほど依存している場合がある。

◆

 

携帯電話の普及並びにそれに伴う違法・有害サイトを通じた犯罪等、メディアを悪用した

 

犯罪・トラブル等に巻き込まれる青少年が増加。
○出会い系サイトに係る被害者のうち、児童の割合85%（H19：1100人）

◆

 

先般の通常国会において関係法が成立。
○出会い系サイト規制法改正
○青少年インターネット規制法

現 状

青少年を青少年を取り巻く有害環境対策の取り巻く有害環境対策の推進（拡充）推進（拡充）

●

 

青少年がインターネットを適切に利用できるよう、情報活用能力を育成し情報モラルを身に付けさせるとと
もに、インターネット上の有害情報の閲覧を制限するフィルタリング利用の普及を促進するなど青少年が安
全に安心してインターネットを利用できる環境を整備する。

●

 

携帯電話等の情報メディアを悪用した犯罪・トラブルから子どもを守るため、地域の実情に即した実効性の
ある取組を講じる必要がある。

課 題

●地域の実情に応じた有害情報対策事業の実施（15地域で実施）
以下のA～Ｄを例として、これらの取組を総合的に支援し、有害情報対策未実施地域へモデルを示し、

社会全体で取組を推進する。

A.地域における取組体制の構築

 

型

 

B.有害情報啓発・フィルタリング普及活動実施

 

型
C.ネット安全パトロール（予防）

 

型
D.ウェブ・電話相談（トラブル対応）

 

型

前年度予算額

 

90,000千円

21年度予算額（案）

 

214,059千円

＜有害情報に関する普及啓発資料の内容＞
◇青少年や保護者向けに、有害情報に係る犯罪・被害・トラブル等における対処事例の映像資料を作

成・配布する。

＜青少年とメディアに関する調査内容＞
◇青少年とメディアに関する実態や意識を把握するための調査を実施する。
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３．子ども読書応援プロジェクト
（前 年 度 予 算 額 151,725千円）

21年度予算額(案) 155,063千円

[事業要旨]

国民の間に広く子どもの読書活動について関心と理解を深めるため、子ども読書ボ

ランティアを養成する等、子どもの読書活動の推進体制の整備及び普及・啓発に向け

た取組を実施する。

[事業内容] （ 73,879千円）

１．子ども読書応援団推進事業 96,552千円

ブックスタートアドバイザー等を地域に派遣する「ブックスタート」の推進、地

域における読書に関するボランティアリーダーの育成、「子ども読書の街」づくり

推進事業を行い、その成果を全国的に普及する。

【民間団体等へ委託】

（１）「ブックスタート」の推進（７地域）【新規】

（２）子ども読書ボランティアリーダーの育成（７地域→２１地域）

（３）「子ども読書の街」づくり推進事業（１０地域）【新規】

２．子ども読書地域スクラム事業【新規】 32,481千円

市町村の「子ども読書活動推進計画」の策定率の向上を図るために、行政・図書

館・公民館・学校・ＰＴＡ・企業等のネットワークを形成し、子どもの読書活動の

推進体制を整備する。（１４地域）

【民間団体等へ委託】

（ 16,893千円）

３．子ども読書情報ステーション事業 15,902千円

子どもの読書活動を応援する全国的な情報サイト｢子ども読書情報ステーション｣

の運営や、啓発ポスターの配布等を通じて、効果的な普及啓発を展開する。

【民間団体等へ委託】

４．子ども読書活動推進に関する評価・分析事業【新規】 9,152千円

子ども読書活動推進の取組に関して、その効果等を統計データを集積して評価・

分析するとともに、子ども読書活動推進に関する新たな指標についても検討する。

【民間団体等へ委託】

（ 976千円）

５．事業企画評価委員会の開催 976千円
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規
》

・
地
域
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

◇
子

ど
も
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

育
成

・
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

◇
「
子

ど
も
読

書
の

街
」
づ
く
り
推

進
事

業
《新

規
》

・
学
校
と
地
域
と
家
庭
と
が
連
携
し
て
、
読
書
活
動
の
推
進
を

図
る
「
子
ど
も
読
書
の
街
」
を
指
定
し
、
子
ど
も
の
読
書
習
慣
の

確
立
を
目
指
し
た
取

組
に
つ
い
て
調
査

研
究

◇

 

市
町

村
の

「
子

ど
も
読

書
活

動
推

進
計

画
」
の

策
定

率
の

進
捗

を
図

る
た
め
に
、
行

政
・
図

書
館

・
公
民
館
・
学
校
・
PT

A・
企

業
等

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成

し
、
子

ど
も
の

読
書

活
動

の
推

進
体

制
を
整

備
す
る
。
（
14

地
域
）

・

 

読
書
団
体
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
の

支
援

・

 

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
本
の
リ
ス
ト
の
作
成
・
配
布

 

等

◇
子

ど
も
の

読
書

活
動

を
応

援
す
る
全

国
的
な
情
報
サ
イ
ト
の
運
営

・

 

著
名
作
家
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
み
ん
な
に
読
ん
で
欲
し
い
一
冊

・

 

身
近
な
地

域
活

動
事

例

◇

 

子
ど
も
の

読
書

活
動

推
進

ポ
ス
タ
ー
の

作
成

・
配

付

子
ど
も
読

書
応

援
団

推
進

事
業

子
ど
も
読

書
地

域
ス
ク
ラ
ム
事

業
《新

規
》

子
ど
も
読

書
情

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業

教
育

振
興

基
本

計
画

（
平

成
20

年
7月

閣
議

決
定

）

前
年
度
予
算
額

 1
5
1
,7
2
5
千
円

2
1
年
度

予
算
額

（
案
）

 

1
5
5
,0
6
3
千

円

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

更
な
る
推

進

子
ど
も
読

書
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
ど
も
の

読
書

活
動

の
推

進
体

制
整

備
へ

の
取

組

「
子

ど
も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す
る
基

本
的

な
計

画
」
（
平

成
20

年
3月

11
日

閣
議

決
定

）

◇

 

子
ど
も
読

書
活

動
推

進
の

取
組

に
関

し
て
、
そ
の

効
果

等
を
評

価
・
分

析
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
読

書
活

動
推

進
に
関

す
る
新

た
な
指

標
等

に
つ
い
て
検

討
す
る
。

子
ど
も
読

書
推

進
に
関

す
る
評

価
・
分

析
事

業
《新

規
》

（2
1地

域
）

（7
地
域
）

（1
0地

域
）

15
,9

02
千

円
32

,4
81

千
円

96
,5

52
千
円 9,

15
2千

円

－31－


	豊かな心と健やかな体の育成

	学校すこやかプランの充実

	子ども安心プロジェクトの充実

	食育推進プランの充実


	青少年の健全育成の推進

	青少年体験活動総合プラン

	青少年を取り巻く有害環境対策の推進

	子ども読書応援プロジェジェクト





